
別紙 東京ファミリー相談室調停手続の流れ 

 

調停 1 回 2 時間程度。 

   調停人 

 

 

申込人     相手方 

可能であれば当事者同席（対面） 

離婚等協議に関する紛争又は子の監護に関する紛争の調停 

申し込みたい人（申込人）は調停申込書を相談室に提出（持参又は郵送） 

相談室 調停申込書受理→相手方へ調停に応じるかどうかの意向照会書等発送 

相手方 調停に応じるときは調停依頼書を提出  応じないときは相談室が終了決定 

相談室 担当調停人を指定 第 1 回調停期日を利用者に通知 申込人に終了通知 

 

    手数料、費用等 

申込手数料・依頼手数料 各 3,000 円 

調停実施費用 1 回双方 各 10,000 円 

文書作 文書作成費用 1 通 5,000 円（調停合意

書は、双方に各 1通無料で交付される。）  

調停 次回期日は期日終了時に

協議して決める。 

○利用者はいつでも調停の終了を

求めることができる。 

○調停人は合意の見込みがないと

きなどは調停を終了させる。 

○調停続行      

調停終了→他方利用者に告知又は通知 

調停不成立→利用者双方に告知又は通知 

申請があれば調停不成立証明書を交付する。 

合意ができると調停合意書を作成し、利用

者と調停人が署名押印し、利用者双方に 1

通を交付し、1 通は相談室で保存する。 

記録等は 10 年間保存。ただし、特定和解

（養育費等で強制執行を認める旨の和解）

を含む事案については 20 年間保存する。 

 

調停受付日及び調停開始時間   

受付時間 月～金：10 時～１７時 

実施日時：火・金：10時、15時、18時 

     土・日：15時、18時 

 要望により別の日時の設定も可能。  

いずれも夏季休業（３日）・冬季休業（７日）をを

除く。 

 

調停人 家裁調査官又は家事調停委員として 5

年以上の勤務実績を有する者若しくは裁判官

又は弁護士として１年以上の実務経験を有す

る者。守秘義務があり秘密は厳守される。 

守秘義務があり秘密は遵守さ 


